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　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　言

　活性炭の軍なるカ【ミ熱に依る賦活機拳薄に関しては，H．　H．　L◎wry（1）及びBarker（2）等の研

究がある。又概念的には一般に活性炭の表爾の炭化水素の皮膜が，酸化除去されるに在る

と考えられているようであるが，藤島的な揖究は報告されていない。筆者はすべての賦活

法の基礎と考え得る軍独加熱蹴活に於て，高温麦で賦活した活性炭ほど，そのzk浸液のア

ルカリ度が増大して，換言すれば高濃賦活のものほど，水で処理した揚合水可溶性化合物

がより多く溶解除去されて吸着力も従って増加して来る～二とを認めたので報告する。なお

本題の研究に関して，賦活後の製品の輩位量に就いての賦活温度，アルカリ度及び吸着力

等の闇の庭面に就いては昭和25年4月臼本化学面諭3年会にて講演した。本報告では原料

炭の軍位量を賦活した場合のそれらの開の閨係に就いて報告する蓉のである。

2．試料及び糞駿方法

　（a）試料　桑：及び桜（汰れ・も樹状約30年）の材質を12×12×12◎穣lnの試験片となし，

また杉樹皮の水洗風乾した竜の（約100×40×2組煎）等を夫々別々に，650。C，30分聞電

気炉中にて炭化して3種の木炭をつく砂，これら木炭を粉煩してTyler標準舗にて280～

300二乗のものを集め試料とし庚。

　（b）賦活　280～30熱論の試料適当量を，予め950。Cで2時津灼熱し放冷した磁製ボ

＿ト｛（容れ，105～110。Cで1時闘乾燥し，直ちに試験管に該ボートを装入しゴム栓にて蟹

幸して，デシケークー中で1時開放冷した。後秤量しとの値より釜容器の重量を減じて試

料蚤（A）を求めた。ついで石英管にボートを俵入し石英管の両端はゴム栓にて樒噛し，予

熱せる電気炉中に該石英管を入れ5～6分開で所要温度（650，750，850，950eC）に達せ

レめ，1時闘加熱賦活しπ◎賦活絡了後曹時放冷し・熱時にボートを石渉ミ管より引き萬し

再び元の試駿管に容れ，ゴム栓にて密栓してデシケーター中で放冷後秤量して賦活後の活

性炭：量（B）を求め，更に賦活損失（C）を：算出し；た。
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　（c）潜性壌水濫液のアルカ墾度滴定　各種温度で夫々賦活したボート中の活性炭粉末

（重量はB或はF）を夫々別々に150ccの蒸溜水にて完全に三角フラスコ（30分間steaming：）

に移して，2旬間，970Cの温浴中で時々振勲しながら可溶性物質を浸出した。後定量濾紙

（東洋No，5B，12。5cm）を：通して250ccのメスフラスコ中へ傾鴻に依り濾し，残渣は毎
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園20cc宛の蒸溜Zkで5画二二し，洗液は濾液と合し更に水をカi｛えて一定温度で登容250cc

とした。この浸出液を毎圓20ccを探り0。1％メチルオレンヂ溶液1滴を加えて，　N／100－

HC1（F置0．9804）にて3關滴定してその叩均値（G）を得た。この催1より盲試験値（蒸溜水

20ccに対する）を減じ更にF隣1に換算した。これに250／採取試料液量（150C換算）を乗

じ，更に試料量（A）で除しその値をアルカリ渡（H）とした。融ち（H）は19の原料炭を夫々

の温度で賦活して，それを蒸溜水で浸出したる時の水浸液250cc（！5GC）を中寺江1するに要

するN／100－HC1（F篇ユ，150C）のcc数を示している。　HCL（pH3．9：：た0．1）20ccにメチ

ルオレンヂ溶液ユ滴を加えた液の燈色を絡末点の標準とした。

　（d）メヂレン膏脱色試験（c）の残澄（水可溶性物質除去後の活性炭粉末）を充分乾

燥後，重量既知の白細口瓶（内容50cc）1で容れ更に105～ユ10。Cで1時間乾燥し，籍栓して

デシケーター中で1時問放冷した。後秤量して試料量（めを得た。これに0．15／2％メチレ

ン青溶液〔Merck〕10cc，稀塩酸（2ご1）2滴を加えて7分間机上にて振盤して後，定

量濾紙（東洋No。5B　gc瓢）にて濾し，濾液の色をDubosc礒比色計にて定量しその三回の

読の準均値（K）を得た。標準液には0．15／2％メチレン青溶液を用V・，桑及び桜活性炭の揚

合は標準液の読みを3．◎とし，杉樹皮活性炭の揚州は2．0とした。定量濾紙及び白細口瓶に

依るメチレン青脱色の盲試験な3測行った。その辱均値は標準液の読み3．0とした時は3．7

（M1），2．0とした時は2．7（M2）であった。蒲色力の彊躬はその絶対値を求めすして，実験

値（K）より夫々の揚合の盲試験値M汲びM2を減じたものを，試料換算値（」）にて除した値

（M）にて比較した。（」）＝σ）／（E）にして賦活前の試料量に換算した値を示している。酸｝

ちMは原料炭の19、（水可溶性物質の量を加味しなv・）から生成された活性炭㊧吸藩力を

比色計の読みにて示したものであるQ

3．糞験結果及び考察

上記馬験に依って賦活濫度，活性炭の水浸液のアルカリ度，及びメチレン青馬色力との

関係に就いて次の如き結果を得た。
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　上記表を通して次の諸点が注目される。

　（の桑及び桜の材質活性炭に於ては750。C賦滑のもの及び杉榿手皮活性炭に於ては650℃

斌活¢）ものは吸着力（メチレン青）の変化は認められなV・が，何れの揚合も，より高温賦

活の時はアルカリ度が増加すると共に吸着力は増大している。しかも吸着力の増加率1まア

ルカリ慶の増力陣よ砂異常に大なる値を示してV・る。特に950。C賦活の揚合に於て顯著で

ある。これはアルカリ度が増加すると必然的に活性表の気孔率が増加する事が予想される

のであるが，箪に気孔峯の増蜘と云うことだけではなく，賦活申に行われると考えられる

無機威分の結晶系の変化及び分解或は炭素の膨脹牧縮等に原因する気孔の形の変形が大い

に影響するのではないかと思われる。

　（b）杉樹皮活性炭は他の材質活性表より非常に大なる吸着力を示している。これは分

析化学的見地より考えるに樹皮中に特に多量に含有されているカルシウム化倉物の賦活作

用の影響のように推定される。

4．結 言

軍独加熱賦活に於て，賦活濃度の上昇に俘い，アルカリ度が増撫し，吸着力（メチレン

青に対する）も増大する。特に高温賦活（950。C）活性炭はアルカリ慶の増力1と共に吸着・

カは異常に増大する事を認めたQな誇アルカリ度の組成的な意義，賦活機欝に関面する次

分の挙動活性点と荻分との関儀樹皮申のカルシウム化合物の賦活作用曙尋殊性及びこ

れら諸事項に関聯を有すると考えられる活性炭表両の赤化水素の酸化分解等に就いては後

報で明らかにしたい。
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